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本学基幹ネットワークは TYCOON（ToYaku COmputer Open Network）と呼ばれています。このネッ
トワークは 28 年前の 1992 年に、実にささやかなローカルエリアネットワーク (LAN)として芽生え
ました。 
TYCOON は 1995 年から全学的な構築に入り、同年にネットワーク運営委員会が設置されました。
2012 年には全学組織として情報教育・研究を行うと共に、TYCOON の維持と、その将来計画の策定に
当たる情報教育研究センターが新設されました。この 1995 年から今日まで、TYCOON の運営に深か
く関わることになりました。 
 










ません。これらのファイアウォールの１つは学術情報ネットワーク SINET と通信速度 1Gbps の専用
線で、もう一つは WIDE インターネットと 100Mbps の専用線で結ばれています。TYCOON は、この２





















図１ 2020 年の TYCOON 医療薬学棟４階ネットワークセンターと図書館棟図書サーバ室に設置さ
れた中核スイッチングハブを*で、研究棟や教育棟などの建屋各階に設置された終端のスイッチン
















































































ムカデが出てきた日 停電するとネットワークは止まります。2013 年 5 月、学内電力施設にムカデ
は入り込んで全学停電となり、ネットワークを支えるすべての基幹サーバとネットワーク機器が停




２．過去（1997 年）の TYCOON 
TYCOON が全学的なネットワークとなったのは 1997 年のことです。医療薬学研究棟のネットワー
クセンターを中心として 100Mbps の FDDI リングと 155Mbps のスター型の ATM を用いて冗長化され
た基幹ネットワークから、10Mbps の UTP ケーブルが敷設されました。このネットワークが WIDE イ
ンターネットに通信速度 256kbps で結ばれました（図２）2)。 
 
図２ 1997 年の TYCOON ATM (Asynchronous Transfer Mode) スイッチから延びるスター型配線を
太線（最大通信速度 155Mbps）で、FDDI (Fiber distributed data interface) リングは、これよ
りもやや細い太線（最大通信速度 100Mbps）で示しました。いずれの配線も研究棟や教育棟などの
建屋に延び、各建屋のスイッチングハブから、さらに 10Mbps の UTP ケーブルが配線されて終端の


















































FDDI リングも ATM も光ケーブルで作られたネットワークですが、光ケーブルの耐用年数は 20 年
と言われつつ、今でも組み直されて使われ続けています。 
 
1) 生命科学部と薬学部の小さな LAN 
1997 年の TYCOON の中には、生命科学部研究３号館内に敷設された 10Mbps の 10-Base-5 イエロ
ーケーブル（最大長 500m、初期製品のケーブル外皮が黄色であったことからイエローケーブルと呼
ばれました）を見ることができます。この小さなネットワークは 1994 年に敷設され、TCP/IP を通
信プロトコールとする本格的なネットワークとして WIDE インターネットに 128kbps で接続されま
した。 




この敷設を行ったのが 1992 年でした。1993 年には UUCP プログラム（UNIX マシン同士でデータ転
送を行う通信プロトコールで、初期のインターネットで使われたもの）を用いて、本学初の電子メ
ール通信が ISDN 回線 (64kbps)を使って開始されました。 
この２つの小さなネットワークが全学的なネットワークに吸収されていったのです。UUCP 接続
における電子メールアドレスのドメイン名は tcp.ac.jp でした。この tcp は、本学英名として Tokyo 
College of Pharmacy が使われていた時代の名残です。本格的なネットワークの構築が進む中で、
本学のドメイン名は現在の toyaku.ac.jp に統一されていきました。 
現在の基幹ネットワークは中心部で 10Gbps、末端部でも 1Gbps の速度を持ちます。1997 年当時
と比べると、内部的には実に 100 倍の速度向上が図られました。インターネット回線速度に至って
は、おおよそ 4000 倍となっています。 
 
2) 何で廊下にローゼットがある？ 










３．TYCOON を守れ！  





レス枯渇の問題（2011 年アジア太平洋地域で IP アドレスは事実上枯渇しました）を解決するため
にプライベート IP アドレスの利用が始まり、ファイアウォールで完全に閉じられたネットワーク
が作られるようになりました。 
Windows 95 OS が販売開始されたのは 1995 年のこと。日本でも購入のために早朝から列ができ
たことを記憶されている方も多いことでしょう。ここから一般のインターネット利用者が爆発的に
増えていくことになります。薬学部の情報教育は教職課程のためのコンピュータ教育として出発し、
Windows 95 OS を搭載したパーソナルコンピュータ (PC)がコンピュータ演習用教室（現在の教育 2
号館学習相談室）に並べられたのは、1997 年のことでした 3)。 
 
1) ファイアウォール、TYCOON を守る 
それから 10 年後の 2007 年に、本学に初めてファイアウォールが導入されました。もうインター
ネットは平和な世界ではなくなっていました。グローバル IP アドレスとプライベート IP アドレス
の変換を行って TYCOON を世界に繋げると同時に、ウイルスやスパイウェアなどのマルウェアの脅
威から TYCOON を守る不正侵入防止システム（IPS）が稼働を始めました 4)。 
2016 年には、さらに強力な次世代型と呼ばれるファイアウォールが導入されました。IPS 機能だ









どんどん増えていき、2008 年に SPAM フィルタ装置が導入されました。当時、およそ 9 割のメール
が SPAM でした。 
2017 年には SPAM フィルタ装置に代わり、メールに添付されたウイルスやスパイウェア、さらに
メール本文に記載されたフィッシング URL を削除することができるメールゲートウェイが導入され





TYCOON は Web メールシステム Zimbra を始めとして、東薬学生ポータル、キャンパスライフ支援






ッククラウド）に置かれた本学公式 Web サイト、Reiki-Base (本学規程集）、そして図書館システム
なども TYCOON の中で利用されています。 
取り分け重要なサービスは、教育を支える LMS です。 
 
1) WebClass (katharina)と Moodle (codex) 
両学部学生のオンライン学習を支える LMS は、WebClass を用いた Katharina と、Moodle を用い
た Codex です。WebClass は主に薬学部に向けて 2004 年に、Moodle は主に生命科学部に向けて 2007
年に導入されました。薬学部では、WebClass 以前にも、IBM Learning Space を導入していました
が、利用者を開拓することができませんでした 7)。よく練り込まれた LMS コンテンツを作成するこ
とには長けたソフトウエアでしたが、私たちがまだそこに到達していませんでした。そこで、まず
は教材などを簡単にダウンロードできる FTP サイトのような使い方を模索し、WebClass に辿りつき
ました 8)。今日、WebClass はあらゆる講義・演習・実習で使われ、授業用資料・マテリアルの配布、
レポート課題の提出、学生意見の聴取、演習問題への解答などを支える LMS に成長しました。 











2019 年、楠 文代理事長からの「メールを止めないで！」の指示を受け、Microsoft のアカデミ
ック包括ライセンスを使って非常用メールシステムを作りました。本学の法定停電などによるメー
ルシステム停止時に運用され、復旧後に自動的にメールを Zimbra に転送する仕組みです。 
本学は 2019 年より、Microsoft 包括ライセンス契約を進め、両学部の教員と学生の全てに












1) 無線 LAN 化 





次、教育２号館、教育５号館、教育１号館と 3 号館の無線化工事を進め、2018 年には、まがりなり
にも学内全講義室の無線化を実現することができました。 
その後も無線化工事は進み、2020 年時点での AP 総数は 224 台になりました。無線化工事を開始
してから早 10 年が経過し、2021 年には学生会館を始めとして老朽化した AP を更新し、さらに教育
１号館や２号館などでも講義室・実習室で AP を増設する予定です。 
AP の通信速度は飛躍的に向上し、初期の最大通信速度 600Mbps (IEEE 802.11n)の時代から、
6.9Gbps (IEEE 802.11ac)を経て、9.6Gbps (IEEE 802.11ax、Wi-Fi6)になろうとしています。2021
年には本学有線 LAN の終端通信速度を超える Wi-Fi6 の AP が導入されることになります。従来以上
に高速な無線 LAN 通信が可能になるだけではなく、従来よりも同時接続できる端末数を増やすこと
ができるようになるのです。 
１教室当たりの AP 数を増やし、さらに新規格の AP を導入することで、講義室や実習室での学生




ボトルネックはどこにある？ 無線 LAN 通信のための AP が Wi-Fi6 になれば、それを集約的に受け
とめる基幹ネットワークの通信速度がボトルネックとなり、こちらも高速化する必要に迫られます。
本学基幹ネットワークの周辺部の速度はまだ 1Gbps ですので（図１）、これを 10Gbps まで増速する





です。これらの建物をどのように TYCOON と結ぶかは長く難問でした。 
2013 年に体育館を研究４号館と結ぶ高指向性無線 LAN が敷設され、体育館も TYCOON の仲間入り
を果たしました。2020 年には、通信キャリアの無線通信を利用して、外回りで無線 LAN を展開しま
した。植物園にフリーWi-Fi 装置（現状では 4G 通信)を導入したのです。現在の 4G 通信が 5G 通信
となれば、10Gbps を超える通信速度が期待でき、部室棟や体育館へも導入していくことになりそう
です。 






Eduroam とは何か？ 本学は 2015 年に「学認 (https://www.gakunin.jp/)」に加盟し、本学のユー
ザ情報を他大学と ID 連携するシングルサインオン(SSO)型認証基盤を作りました。無線 LAN の接続
認証を相互に共有する eduroam (国際学術無線 LAN ローミング基盤)にも参加して、本学教員が他大
学の無線 LAN に本学 ID を用いて接続できるようになりました。逆もまた真で、本学における学術
集会の開催でも利用されています。 
TYCOON の認証システムは、TYCOON 黎明期以来、セキュリティー保護の本丸です。サービスを提
供するサーバごとの個別認証から LDAP 認証などの統合的な認証システムへ移行してきました 10)。
学認への加盟により、統合認証システムにさらに Shibboleth 認証が導入され、2018 年には、前年













TYCOON 仮想化基盤構築４カ年計画 2013 年の Web メールシステム Zimbra の構築で、初めて「仮想
化」技術を採用しました。2015 年には TYCOON 利用のための認証システムを仮想化し、2019 年には
更新時期を迎えた Zimbra と認証システムを含め、基幹ネットワークを支える多数のサーバ群を
TYCOON 仮想化基盤に移行する４カ年計画を開始しました。 
TYCOON 仮想化基盤を支えるサーバ群は総工費 7 千 5 百万円余をかけて作られ、2019 年には LMS
の１つである Moodle (Codex)も仮想化基盤に移行しました。また、NextCloud を用いた大型オンラ







新入生による PC の必携化は生命科学部では 1995 年から、薬学部では 2002 年から進められ、両
学部とも PC 活用能力を育成するための情報教育を１年次から実践してきました。全学生が PC を持









なり、さらに従来の WebClass の同時アクセス数 300 人から、その 3 倍の 900 人に対応できる機能
強化を図りました。 
両学部共に、従来からの LMS の利用法に加えて、音声付き PPT の配布や、Mpeg4 形式の動画配信
を行うようになりました。本学では 2020 年 4 月より、Web 会議システム Zoom によるライブ授業を
開始しましたが、このライブ授業に本学学生だけを参加させるため、LMS による学生認証（Zoom-LTI
連携）を実施しました。しかし、この負担は薬学部が用いる WebClass で大きく、この負担を軽減す
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